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昭和21年南海地震津波による人的被害と人間行動
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はじめに
昭和21年12月21日午前4時19分に紀伊半島沖を震源と
して発生したM8.1の南海地震は，高知県，徳島県，和
歌山県を中心としたかなり広い範囲に大きな被害を及ぼ
した。 しかしながら，吋時が第二次世界大戦後間もな く
であったという社会的背京もあり，他の大地震に比べて
被害実態が充分に解明されたとはいい幾い面がある。一
方，地震後40年以と経た現在，当時被災地に居住してい
て，惨状を目のあたりにした人々から直接被待状況を調
査することも年々困難になりつつある。ところで，南海
地震における彼害の特徴のひとつとして，津波による被
害が大きかったことがあげられるが，津波に伴う人的被
害の危険性が相変らず大きいことは，最近の昭和58年日
本海中部地震によって再確認させられたばかりである。
以上により，ここで改めて南海地震の被害実態を明ら
かにしようとする試みは怠義あるものと考えられる。そ
こで，今回，高知県.徳島県の被災地のうち，津波被害
表 l 昭和21年南海地震の被答概要(高知県 ・徳島県)
市町村名 全線 半媛 流失 焼失 浸水 死亡 負傷 死因 (文献調査による判明分)り
高知県
高知市 1689 2822 2 3286 231 334 大多数は家屋倒場i
中村町 1621 483 163 273 1034 。須崎町 80 186 45 9 1089 57 90 家屋倒j峻1人~、津波41-49人
新字佐町 130 812 341 142 2 55 津波 l人
多/郷町 46 45 18 226 4 -・・ー 津波4人、その他4人
大方町 125 420 8 60 1 26 家屋倒壊12人
甲浦町 6 6 700 10 10 津波7人
上ノ加江町 13 144 36 378 7 
徳島県
徳島市 23 22 2 5 
小企公島町 6 10 2 309 3 
見能林町 25 15 610 2 20 
橘町 13 30 6 1000 ・・
三岐回町 52 198 71 632 8 16 津波8人。牟岐町 154 199 121 990 52 40 津波54人。浅川町 187 169 158 100 66 37 津波多い
宍喰町 50 103 6 250 8 60 津波9人
ホ l 大阪市立大学生活科学部 * 2 夕、イハツ工業株式会社
( 1 )
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の大きかった3地区を選定して.被害追跡調査を行った。
その結果から，本研究ではとくに人的被害に主眼をおい
て，年齢.性別などの個人的属性と死傷の状況，地震時
の行動などとの関連について考察を加えることとする。
調査方法
高知県，徳島県の主な市町村における，南海地震の被
害概要は表lに示すようである。東京都立大学工学部の
地区
須崎市
牟岐町
浅川
合計
性
年齢
表2 調査票の回収状況
当日回収数 返送数 (留置数)
12 71 (110) 
72 7 (10) 
4 。(0) 
128 78 (120) 
'IJ 女
JO.5 68.0 
。-19
a。句。| 3・~拍51.0 
合計
83 
79 
4 
206 
E% 
!b 
|… 1附21.5 0.51 2.0 
小坂俊吉・塩野1十司両氏は この地震の被害について各
市町村役場などに対する調査により資料収集を行ってい
るがけ.その結果判明した分(死因の項)を表 lに併記
させていただいた。同表によれば，多くの死者を生じ，
その原因が津波によると恩われるのは高知県須崎町，徳
島県牟岐町および浅川村である。そこで，高知県須崎市
職業
の中心部，徳島県海部郡$岐町の中心部，同海部郡海南
1人 10.1町浅川(いずれも現在の地名)の3地区を調査対象地に
選定した。 同居者人数 1リム Ili.81li.7 Iム|心↓:lql代?
調査は，各地区の老人クラブの代表者を通じて，会員
に調査を行う日時と会場を前もって連絡しておき，調査 居住開始時期
IS伺 11-15牢
-.，-ー ーγ「川百
当日，公民自官等の調査会湯へ集合していただき，筆者ら
の説明を受けながら調査票に記入してもらうという方法
をとった。また，当日，何らかの理由で会場に米られな
かった人には，老人クラブの代表者を通じて調査察を配
布し，回答後，返信用封筒にて郵送してもらうようにし
た。調査は，昭和61年7月1日-14日に資料収集と併せ
て予備的な打ち合わせを各地で行った後，昭和61年9月
1日-6日の聞に本調査を実施した。日程は，須崎市が
9月l臼，準岐町が9月4日-5日，浅川が9月6臼で
ある。
調査票は30の設聞から成っており，間1-問7で当時
住んでいた住宅の特性などを，問8-問10で地震による
住宅の物的被害を，問1で地震による回答者本人および
同居者の属性と人的被害の内容を，問12-問30で地震後
の避難行動などをそれぞれ聞いている。
調査結果および考察
1.回答者の個人属性
調査会場において当日回収された調査票の数，および
留置したうちで回答，返送されたものの数の内訳を地区
ごとにまとめると表2のようになった。得られた 206票
のうち，須崎市の郵送による3票は当時対象外の地岐に
居住していた人の回答であったため，今回の検討から除
外することとし，有効な回答数は 203票となった。
つぎに，回答者の地震当時における個人属性を図1に
示した。性別では男性が30.5%.女性が68.0%である。
( 2 )
図1. 回答者の個人属性(地震当時)
今回，対象を原則的に老人クラブの会員としたことによ
り，当時の年齢椛成では20歳以上つまり調査時点で60設
を越える人の割合が96.0%を占めている。このように，
高齢者の比率が高いことも女性回答者の割合が高いこと
の一因になっているかもしれない。当時の解答者人数に
よれば.7人を越えるような多人数の家庭も全体の3~IJ 
近く存在するが，これは戦地から復員してきた人々が近
規の家に寄宿しているケースが多くあったことなどにも
よる。被災地への居住開始時期の内訳をみると， 大正時
代以前から住んでいたとの回答が5割を越え，被災地で
生まれ，育った人が多いことがわかる。
2 回答者の住宅特性および住宅被害
住宅の特性に関する回答の集計結果をみると，権造種
別では木造が196人，無回答が7人であり， Iまぼ全日が
木造住宅に居住していた。また，住宅形式では， 一戸建
が15人，長屋5人，共同住宅l人，庖舗併用住宅31人，
その他3人となっている。住宅の所有形式では，持家16
6人，借家 ・間借27人であり，借家の中には公務員宿舎
も合まれる。住宅の階数は，図2に示すように，平屋建
が84戸 (41.4% :項目によっては無回答もあるため，以
下各比率は判明した分の総数に対して求めた値である)
2階建が112戸 (55.2%)であり，比率として2階建が
やや多い程度である。
向f他 If!{利21年南海地震作波 - 149一
手屋建 ;H・H ・...・H ・..・H ・( 84) 表3 年令別死傷打数分析
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図2.住宅階数
図3は，回答f雪の住宅の被害程度を示したものである。
凶から明らかなように，地震動による佃l犠が5戸あっ た
が津波による床上浸水が80戸 (39.4%)と放も多く，
流失などを加えると，全体の少なくとも70.9%が津波に
伴う被害となっている。また，地震により須崎町の駅前
付近で9戸を焼失する火災が発生したが，津波による浸
水で大規模な延焼火災には至らなかった '。 今回の調
査で回答を得たうちの l件はこの被害家屋の i戸に該当
している。
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3.人的被害 に多く生じている。このことは，は波という一五IJを争う
前述したように，調査の有効回答は 203;~であったが， 避難を要する災苫時の特性を表わしている。文献2)に
同居者の分も含めると，これらの調査票から人的被害に は，須崎町の津波による死者は，女性. 子供，老人に隈
ついては796人のデータが得られた。表3に年齢と死傷 られ.またF供を連れた母親が多く ，確認された35人中
者数との関係をまとめたが.同表によれば死亡率は 0- 26人が友性で， 9人の男性も60歳以上3人， 15歳以下6
4成で5.4%，5 -69成で1.6%，70歳以 kで8.8%と幼 人で16-60成の男性の死者はなかったことが記されてお
児およ び高齢字;で I~:J い。 逆に軽傷者は10-69成に年代 り， U己の結果と調和的である。さらに文献3)によれ
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図3. 住宅の被苫
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ば，牟岐町の死者・行方不明者53人のうち，男性は21人，
女性は32人であり，文献4)の死亡者名簿から判断する
と，浅川村の死者85人中男性は28人，女性は57人となる。
また，性別と死傷者数の内訳を示した表4によれば，男
性の死亡率 2.2%，死傷率 3.6%，女性の死亡率 2.8%，
死傷率 6.3%で，今回の調査結果からも女性の死傷する
危険性がI弘、傾向がうかがえる。
表4 性別死傷者数分布
費者回答死亡重傷軽傷無傷 その他 計
男 26人 8人 l人 4人 320人 l人 360人
女 29 12 2 13 374 1 431 
不明 3 。。。2 。5 
Z十 58 20 2 17 696 2 796人|
(人)
20 
10 
。
図4. 原因別死傷者数
回死者
冨 重傷者
口軽傷者
図4には，調査結果から明らかになった原因別死傷者
数の内訳を示した。同図によれば，避難の途中で、津波に
流されたり，流木・流船があたって死亡したケースが多
い。また， ~J被家屋の下敷きになり死亡した人が 6 人い
たが，内2名lま地震動による倒犠ではなく，津波による
倒嫌に伴う死亡である。 一方， 負傷者を受傷部位別に分
類すると，脚・足に受傷した人が多い。これは，地震発
生が夜明け前の午前4時19分であったうえに，すぐ停宿
したため，遊重盛時には足元がほとんど見えない状態であっ
たことも原因のーっと考えられる。さらに，けがの種類
と死傷者数の関係では.軽傷者には切傷・裂傷が多く ，
重傷者には打僕・ざ傷，ねんざ・脱臼が，また死者では
上述したように溺水が主な原因になっている。
4.地震の最中および地震後の行動
表5は，地震による 「ゆれ」の最中にとった行動を多
重回答にて答えてもらった結果である。回答者は 203人
( 4 ) 
であるから l人当り平均1-2つの行動をとったことに
なり，ここにいう「ゆれ」にもある程度の幅があると思
われるが，①と②とを合わせて，男性では34人 (32.7%)
，女性では80人 (36.9%)の人々が動ける状態にはなかっ
たといえる。一方，その他の積極的な行動ではほとんど
の項目において男性の方が高い比率を示すのに対して，
③の子供や老人を守る行動のみは女性の方が高い比率で
あり，普段身近にいて世話をする機会の多い女性がとっ
さの行動として弱者を保護したことがわかる。
表5 iゆれ」の最中の行動
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨|計
男 118 16 6 5 15 2 28 14 0 1 104人
女 146 34 1 5 24 4 49 42 2 1 217入
計|臼 50 17 10 39 6 77 56 2 I 321人
①じっとしていた ②動けなかった ③使用中の火気務
具の火を消した ④家具を押えた ⑤戸や窓を聞けた
⑥机などの下に入った ⑦外へ飛び出した ⑧子供や老
人を守った ⑨その他
表6 iゆれ」がおさまってからの行動
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑬I g十
男 15 31 0 0 4 9 4 0 18 1 1 72人
女 15 103 3 2 1 10 5 1 13 0 1143人
計 110 134 3 2 5 19 9 1. 31 1 1215人
①自宅以外にいたので、自宅へむかった ②避難した
③自分のけがの手当をした ④家族のけがの手当をした
⑤動けなくなった者(病人・老人・子供・けが人など)
を助けた ⑥家の中や周囲を片付けた ⑦火気器具の火
を止めた ③出火したので消化した ⑨海の様子を見に
行った ⑪その他
また，表6によれば「ゆれ」がおさまってからは.男
性の43.1%，女性の72.0%が避難しているが， 一方で男
性の25.0%もの人が海の機子を見に行ったと答えている
のが注目される。本調査結果では，それ故の被宮の行総
を充分に明らかにはできなかったが，普段から海に深い
関心をもって生活している人々のこのような行動が，津
波を伴う地震時には大きな危険につながることを注意す
べきである。{也に.地震時に海上で漁をしていた i人を
含め，自宅以外の場所に14人いたが10人が自宅へと向かっ
fこ。
図5に須崎町の大彼客地区における家屋被害と澄簸経
路を示した。図には文献2)にもとづく浸水波を併記し
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図7.家屋被害と避難経路(浅川村)
I 
は，歴史的に度々地震津波に見舞われているため，tfh所
にある神社.寺院が安全な避難場所と して伝承されてお
り，あらかじめ避難経路や避難場所を決めていた人が沢
山いた。その上，澄難行動も図8が示すように，比較的
迅iAに行われたと思われる。すなわち，間関によれば.
回答者の70%を越える人々が地震後15分以内に避難を開
始している。そして，凶9によれば約64%の人々が，避
難開始時には津波による浸*，まなかったと答えている。
しかしながら，文献2)には，須崎町における津波の
第一放は地震後10-15分で来襲し，周期20分内外で 6-
7回繰り返されたとの記述があり.避難途中でも浸ノkによ
る危険に8らされた人がかなりいたのではないかと思わ
れる。また.b，局所によっては避難者が殺到し混乱をき
たした綴子もうかがえる"。一方，調査結果によれば図
10に示すように5割以上の人々が避難場所をあらかじめ
決めてはいたが，避難場所あるいは経路の変更を余儀な
くされた人が18人いた。そのうち.6人は 「建物が倒れ
ていたり，浸水，流木などでJ.i人や車が多くてJ変
えざるを得なかったと答えている。さらに，一度避幾 し
た後臼:'i:;など他の場所へ戻った人もいた。図1は，戻っ
た理由を示したものである。津波が繰り返し来襲してい
ることを考えると危険な行為といえよう。
地震直後 志掌***志家主定定忠志志波定**怠窓口怠怠*愈定ま怠怠*怠怠怠玄* ( 68) 
I 
地震後15分以内 定念念***波法定公定怠*公定公定怠*志公定怠定怠定志*志波定*放 ( 63) 
1 
地震後30分以内定志定志*定宏窓定本*志*定窓念怠*窓 ( 36) 
地震後 1時間以内**定怠窓* ( 9) 
避難しなかった 定公取念*定( 10) 
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図8. 避難開始時期
まとめ
本調査研究により南海地震の死者は，幼児，高齢者お
よび女性に多く発生していることがわかったが，この傾
向は津波を伴うこの地震のみの特性ではなく，建物のff!J
壕数に対する死者率の極めて高い三河地震.)や気象庁震
度階vnを設定させた福井地~"でもほぼ共通してみられ
(6) 
る。つまり，極限に近い状況の下では，体力差などにも
とづく生存能力の違いが顕著に現れると考えられる。
末尾ながら，ご助言いただいた東京都立大学工学部小
坂俊吉・温野計司両縛土に深謝する。資料繁理・図面作
成でご助力いただいた大阪市立大学学生瀬戸光五弘.福
畑美穂の各氏に謝意を表する。また.調査遂行に当りお
世話になった各市町役場・老人クラブ役員の方々，面倒
吟-野他:B{!和21{f一雨、海地L;i作波 153-
I 
水は来ていなかった ***定志*定念公定定紋*京怠取忠宏定忠宏歳定法衣怠定志 ( 109) 
足首ぐらいまで
ひざぐらいまで
腰ぐらいまで
胸ぐらいまで
背丈以上だった
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定念玄怠去定志 〈 23) 
I 
放定** ( 13) 
I 
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図9.避難開始時の浸水状況
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Summary 
The deaths and injuries due to the Nankai earthquake (M8.1) of December 21， 1946 and its effect upon human 
behavior have not been fully studied or analyzed in the past. 1ヲlerefor，through new tracing investigations， this study 
seeks to clarify the scope of the 1946 disaster in terms of human casualties and to focus upon the behavior of those 
who suffered through the earthquake and its tsunami. 
A total of 203 valid responses were obtained. A toal of 796 individuals， including respondents and members of 
their households， were intervi巴wedor surveyed. ln areas struck by the tsunami caused by the Nankai earthquake， a large 
percentage of children and elderly people suffered death. Females suffered higher casualty rates than males. ln terms 
of behavioral responses to the earthquake， women demonstrated more active behavior in the protection of children and 
the elderly than did men. 
(8) 
